
業種

アジア アフリカ 中東 欧州

ロシア オセアニア 北米 中南米

A市

展開の予定なし 展開の予定なし 要望があれば検討 展開の予定なし

マレーシア

A市交通最適化・行動変容プロジェクト

GodotのAI行動シミュレーターは、都市計画等における施策について、仮想空間で試せるツールです。行動科学

の特性を持たせたAI市民(数百人規模)で都市を再現するため、以下の特徴を持っています。

・なぜその結果になったか、行動科学の視点で理由まで説明できる

・「平均的にはうまくいく政策」が一部の人には不利益になる、という隠れたリスクも見つけられる

・人の行動が他者に与える副次的効果も再現可能

これまでの代表事例は交通分野ですが、AI行動シミュレーターはエネルギー節約、水利用、コミュニティ参加な

ど、あらゆる都市行動に応用可能です。

要望があれば検討 展開を検討する 展開を検討する展開を検討する

該当する

インフラ維持管理 該当する

AI行動シミュレーター（Narrative Finder®を基盤とする)

交通・モビリティ 該当する エネルギー 該当しない 防災

該当しない

該当する その他(自由記述)該当しない 都市計画・整備

該当しない

該当する上下水道

住宅 該当しない 情報通信技術 該当しない その他（自由記述）

該当しない 発電・エネルギー 該当しない

Webサイト

提出日: 2026年8月3日

企業・組織名 株式会社Godot 商社/サービス

企業情報

https://godot.inc/

対象国

都市名

プロジェクト名

技術・

ソリューション

活用事例

技術紹介図

技術の海外展開について

道路・橋梁

物流

農林水産業

対象分野

対象都市課題

技術分類（キーワード）

技術の内容（概要）

代表的技術名 都市政策設計のためのAI行動シミュレーター

本技術が貢献する領

域
「スマートシティ」

鉄道

該当する 港湾 該当しない該当しない 空港

健康・医療

該当しない セキュリティ・見守り

該当しない 観光・地域活性化

該当しない 環境
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A市ではBRT(Bus Rapid Transit)を導入後も、BRT利用率の伸び悩み、渋滞が解消されないことが課題であった。

そこで、「なぜインフラが増強されても、市民の利用が増えないのか」に対し、Godotの行動科学×LLMシミュレー

ションを活用した。手法としては、LLMベースの通勤シミュレーター(Narrative Finder®)及び実データに基づき250

人のAIエージェント(実際の通勤者約5,000人を代表)を作成し、天候・渋滞・介入施策などの環境設定の下で日々

の通勤手段選択を自律的に意思決定させ、BRT利用率・待ち時間などを再現。そして、行動科学の文献レビュー

と現地ヒアリングに基づき、複数の介入(周知キャンペーン、ポイント制度等)を設計し、どの施策が最も効果的か

シミュレーションを行い、BRT利用者増加のための提案を行った。

・2025年2月：特許庁主催の知財アワード「第６回IP BASE AWARD」スタートアップ部門でファイナリスト選出

・2025年3月号：Forbes Japan 国内注目AIスタートアップ50選に選出

・2026年6月：世界経済フォーラム「テクノロジー・パイオニア・プログラム」に選出

SDGs

備考

（受賞歴など

プロジェクト概要

プロジェクト紹介図

プロジェクト紹介Webサイ

ト

活用事例


